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�※母親モデルの算出方法�
�＜現在38歳の母親＞�
　1998年の調査実施段階で12歳・第1子をもつ38歳の母親をモ
デルとする（12歳・第1子の子どもをもつ母親が最も多かったため）。
1986年に第1子を出産した女性の平均年齢は26.8歳（資料：厚
生省大臣官房統計情報部「人口動態統計」）。その年齢から逆算
して母親の出生（1960年）から就職までの年次を算出した。�
�＜実家の母親（現在63歳）＞�
　現在の母親は、実家の母親の第1子と仮定する。1960年に第1
子を出産した女性の平均年齢は25.4歳（資料は同上）。その年齢
から現在の母親と同じように算出した。�

生 活 �

実家の母親（モデル：1935年（昭和10年）生まれ。1998年現在63歳）�
●幼少期は、徐々に食料・生活用品などが不足。小学校入学の時に太平洋戦争が勃発し、恵まれた生

活環境を得られなかった。中学生の頃に、戦後の復興期で、物資の少ない混乱の時期を過ごした。

高校生の頃になると、歌や映画が流行し、テレビ放送も始まった。�

●結婚して家事中心の主婦となる場合が多かった。企業に就職する場合、事務職につくことが多くな

っていった。�

●核家族の中で、２～３人の子どもを育てることに専念した。ミルクや紙オムツなどが登場し、保育

に新たな形が出てきた。また自らのきょうだいも多く、その間で情報交換などが行われた。�

●小学生では戦争中だったため、学童集団疎開も経験した。戦争が終わると、男女共学など新しい教育を受けた。�教 育 �
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現在、小・中学生をもつ母親（モデル：1960年（昭和35年）生まれ。1998年現在38歳）�

●幼少期に家庭電化製品が普及し始めた。高度経済成長にともない、食生活も豊かになったが、公害などが問題となっていった。中学

～高校時代は様々な事件の生中継や歌謡番組、テレビゲームなど、テレビが生活で大きく占めるようになった。�

●企業のＯＡ化が進み、女性の雇用は拡大した。専門職や資格職も増え、仕事に積極的にかかわりたい、長く続けたいとする女性が増

えた。�

●核家族の中で、１～２人の子どもを育てる場合が多い。もはや育児や子育てを助ける親戚は少ない。子どもが就学すると、仕事を再

開したり、子どもの学校・習い事での活動に参加したりして、そこで情報交換を行っている。�

●中学生の多くが高校に進学し、半数が進学塾に通った。女子の高等教育も広まり、大学・短大に進学した。�

参考文献：平成９年度／平成10年度版国民生活白書（経済企画庁）�
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